
付 議 第 ２ 号

高知県立特別支援学校の分校、部、科及び学科の設置に関する

規則の一部を改正する規則議案

高知県立特別支援学校の分校、部、科及び学科の設置に関する規則（昭和

44 年教育委員会規則第 9号）の一部を別紙のとおり改正することについて、

議決を求めます。

高知県教育委員会事務委任等規則（平成 4年教育委員会規則第１号）

第２条 教育委員会は、次に掲げる事務を除き、その権限に属する事務を教育長に委任する。

(３)規則及び訓令を制定し、又は改廃すること。
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- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

教 育 委 員 会 規 則

--- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

高 知 県 立 特 別 支 援 学 校 の 分 校 、 部 、 科 及 び 学 科 の 設 置 に 関 す る

規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則 を こ こ に 公 布 す る 。

令 和 ３ 年 月 日

高 知 県 教 育 長 伊 藤 博 明

高 知 県 教 育 委 員 会 規 則 第 号

高 知 県 立 特 別 支 援 学 校 の 分 校 、 部 、 科 及 び 学 科 の 設 置 に

関 す る 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則

高 知 県 立 特 別 支 援 学 校 の 分 校 、 部 、 科 及 び 学 科 の 設 置 に 関 す る

規 則 （ 昭 和 44年 高 知 県 教 育 委 員 会 規 則 第 ９ 号 ） の 一 部 を 次 の よ う

に 改 正 す る 。

本 則 の 表 高 知 県 立 日 高 特 別 支 援 学 校 の 項 を 次 の よ う に 改 め る 。

附 則

こ の 規 則 は 令 和 ４ 年 ４ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。

高 知 県 教 育 委 員 会 規 則

◎ 高 知 県 立 特 別 支 援 学 校 の 分 校 、 部 、 科 及 び 学 科 の 設 置

に 関 す る 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則

高 知 県 立 日

高 特 別 支 援

学 校

知 的 障 害 本 校 小 学 部

中 学 部

高 等 部 普 通 科

高 知 み か

づ き 分 校

高 等 部 普 通 科

高 知 し ん

ほ ん ま ち

分 校

中 学 部

高 等 部 普 通 科

別紙



新 旧 対 照 表

新 旧

高知県立特別支援学校の分校、部、科及び学科の設置に関する規則

(抜粋)

高知県立特別支援学校の分校、部、科及び学科の設置に関する規則

(抜粋)

県立の特別支援学校にそれぞれ次の分校、部、科及び学科を置く。 県立の特別支援学校にそれぞれ次の分校、部、科及び学科を置く。

学校
障害種

別
本校及び分校

部及び

科
学科

略 略 略 略 略

高知県立日高特別

支援学校

知的障

害

本校 小学部

中学部

高等部普通科

高知みかづき分校 高等部普通科

高知しんほんまち分

校

中学部

高等部普通科

略 略 略 略 略

学校
障害種

別
本校及び分校

部及び

科
学科

略 略 略 略 略

高知県立日高特別支

援学校

知的障

害

本校 小学部

中学部

高等部普通科

高知みかづき分校 高等部普通科

略 略 略 略 略

参
考
資
料
１

２
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新知的障害特別支援学校の学校概要について

県中央部の知的障害特別支援学校の児童生徒数増加傾向による学校の狭
あい化等の課題に対し、旧高知江の口特別支援学校を改修し、新しい知的障害特別支援学校を
設置する。

事業概要

県中央部の児童生徒数増加による、大規模化及び施設等の狭あい化の課題にスピード感をもって
対応するためには、学校整備に長期間の時間を費やすことができないため、高知市、もしくは南国市、
香南市、香美市において、40～50 人規模の新たな学校の設置を含んだ対応策が必要である。

高知県における知的障害特別支援学校の在り方に関する検討委員会
(令和元年６月～12 月)からの提言 ※【意見のまとめ】(令和元年 12 月 23 日)

 
 

 

旧高知江の口特別支援学校を活用して設置

＜設置場所＞
旧高知江の口特別支援学校(高知市新本町２丁目 13ー51)
高知国際中学校夜間学級と同居
令和３年度：改修工事⇒（令和４年４月開校予定）

※高知江の口特別支援学校は令和３年４月に移転
その後、高知国際中学校夜間学級が使用し、令和４年４月から施設を共用する

＜施設の改修内容＞
・ 普通教室及び職員室等生徒及び教職員が常時使用する場所は２階以上に配置するため、

２、３階の特別教室を一部改修し、普通教室、職員室等を整備する
・ １階にある電源盤、サーバー、防災盤等を２階に移設
・ 発災時に寄宿舎を避難場所として使用できるように、校舎と寄宿舎棟をつなぐ渡廊下を設置
＜学校の特色＞
都市型の就労に向けて力を入れる学校 
○生徒の障害の実態に応じた基礎的な職業教育  

➡生徒の障害の実態に応じて社会参加に必要な力を幅広く身につける  
➡まかされた仕事を正確に遂行できる力の育成  

○デュアルシステム(※)の導入  
立地条件を生かし、地域の企業と協力  
近隣の施設・オフィス（清掃）、量販店（バックヤード、清掃）等での現場実習  
 ※デュアルシステムとは・・・学校での学習（校内学習、校外学習）と事業所での現場実習を取り入れた職業教育システム  

実施内容

少子化の傾向があるなか、県中央部の知的障害特別支援学校の児童生徒数
が増加し、特に山田特別支援学校(受入目安:144 名)の狭あい化が課題となっており、特別教室
を普通教室に転用する等の対応を行っている。
■【県立特別支援学校（知的障害）の児童生徒数】

H21:387 名⇒R 元:481 名(R3:437 名)
■【山田特別支援学校の児童生徒数(目安人数 144 名)

H21:166 名⇒H23:171 名⇒H27:149 名⇒R 元:187 名(R3:156 名)

現状・課題

７月教育委員会
特別支援教育課

参考資料２



4

特別支援教育課

スケジュール

※７月２日６月高知県議会にて報告

新しい学校の概要（案）

設置形態 ○職業教育に力を入れた学校である日高特別支援学校高知みかづき分校と連携し、
そのノウハウを生かすため、同じ日高特別支援学校の分校とする

校 名 ○「高知県立日高特別支援学校高知しんほんまち分校」

設置学部

募集人数

■高等部：１学年２学級 ８名×２学級×３学年（計 48 名） 計 66 名  
■中学部：１学年１学級 ６名×１学級×３学年（計 18 名）  

＜年度別生徒数（学年進行で入学）＞

校 区

■高等部：高知市 南国市 香南市 香美市 
・この学校は、高知市内への設置となるが、山田特別支援学校の狭あい化対策という目的

を実現するために山田校区で人口の増加傾向がみられ、比較的入学者の多い、高知
市、南国市、香南市、香美市を校区とする

■中学部：高知市
・設置場所である高知市以外に校区を広げた場合に、選抜を行うことになると、義務教育

段階ではなじまないことから、高知市のみとする

年　度 Ｒ４（開校） Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

高等部 16 32 48 48

中学部 6 12 18 18

計 22 44 66 66

７月教育委員会

8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月
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